
　（別紙４（２）） 事業所名エイペックスひろのグループホーム

目標達成計画 作成日：　令和　　2　年　　1　月　　8日

優先
順位

項目
番号

現状における問題点、課題 目標 目標達成に向けた具体的な取り組み内容
目標達成に
要する期間

1 1

利用者様の日常生活自立度の状態の変化、ま
た利用者様、家族様のニーズも変化してきてい
る。変化に対応し利用者様への関りや取り組み
の見直しが必要である。

利用者様の身体的、精神的変化に対応でき
るグループホームである。

グループホームとして利用者様の生活を支える
立場として、自らの役割について原点に立ち戻
り、現在の理念の良いところは引き続き実践し
ていき、新たな課題に対しては管理者・職員で
話し合い今後の方向性を決めていく。

6ヶ月

2 38

パーソンセンタードケアを実践し利用者様の意
向に合わせて支援を行ってはいるが、日々のケ
アの中でどうしても職員側の都合で遂行される
場合がある。

パーソンセンタードケア、利用者様一人ひと
り個別ケアを実践しているグループホームを
目指す。

利用者様主体を大原則としてサービスに関わっ
ていく。グループホームは生活の場であること
を再認識し、利用者様がその日をどのように過
ごしたいか希望を聞き取ることが出来ているか
まで、自らの関りを振り返って見直し、パーソン
センタードケアを実践する。

6ヶ月

3 48

利用者様の日常生活自立度の低下から、現状
としてどうしても受け身の生活になってしまって
いることは否めない生活である。

利用者様が役割を担っている実感を得るこ
とができ、達成感や充実感を感じ、生きがい
をもって生活できるグループホームを目指
す。

利用者様一人ひとりの生活歴や残存機能を活
かした役割を担って頂く。洗濯ものを干して頂く
事や、食器の拭き上げをして頂く事で生活に張
りやリズムが出来ると共に達成感を感じていた
だけるように取り組んでいく。、また、手芸など
楽しみ事にも取り組み、生活の中に役割と楽し
みの場面を設けメリハリをつけていく。

6ヶ月

注）項目の欄については、自己評価項目の№を記入して下さい。項目数が足りない場合は、行を挿入してください。

【目標達成計画】　

目標達成計画は、自己評価及び外部評価結果をもとに職員一同で次のステップへ向けて取り組む目標について話し合います。
目標が一つも無かったり、逆に目標をたくさん掲げすぎて課題が焦点化できなくならないよう、事業所の現在のレベルに合わせた目標水準を考えながら、優先して取り組む
具体的な計画を記入します。


